
᭗ఄλᚾᢅӊբί           ὸ ί   ὸ࠰ૠܖ 

ᲢᲫᲪᲪໜ฼ໜᲢ   ᲣЎᲣᲣ 
ᲫᲨ 
  

50

東海 R 3



ᲬᲨ 
 
  



ᲭᲨ 
 
  　



ᲮᲨ 
 
  
　



ᲯᲨ 
 
  

　　



ᲰᲨ 
 
  
　



᭗ఄλᚾᢅӊբί           ὸ ί   ὸ࠰ૠܖ 

ᲢᲫᲪᲪໜ฼ໜᲢ   ᲣЎᲣᲣ 
ᲫᲨ 
  

東海 R 3

50

3 ( つした 4 つけ 4 ) - 5 ( つく を 3 つ( t 2 ) = -5
2 つに t 3 つ( -7=0

✗ =
-3幾

x =
- 3 ± 9坐
-

中央値 が 6点 なので 6

最頻値 が 1 つ のみ で 7 点 なので 7点 は 2人 か 3人
。

7点 が 3 人 と する と 、 範囲 が 7 なので 最小 は 0 点

0 6 7 7 7 2人 を つく
、 は 点 と する と

、

平均点 が 6 点 より 、

が學 = 6

つ( t y = 15 とはなら ないので 7点 は 2人 6 7 7

④ 最大値 が 8点 の 場合 、 最小値 は 1点 1 6 7 7 8

上 同様 に 2人 を っし 、 はとする と
も 十竿 = 6 つしな = 1 3

は 不適 。

最大値 が 9 点 の 場合 、 最小値 は 2点 2 6 7 7 9

上 同様 に 2人 を っし 、 J とする と xtyenne = G つしな = 1 1

は 不適 。

④ 最大値 が 10 点 の 場合 、 最小値 は 3点 3 6 7 7 10

上 同様 に 2人 を っし 、 はとする と KZB = 6 つしな = 9

( ついは ) = ( 4 .

5 )
3.4.5 、

6.7.7.10
-
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FT = PTT = 3T

G = 1 9 と 整数 の 2乗 を かける こと で nrt は 整数となる 。

1番 小さい の は
、 19 × 1

2

、
2番目 は 19 × 22 =

✗

fnltbh = X とおき 、 両辺 を 2乗する と
、

1 7 1 + b
2
= ×

2

×
2
- b

2
= 1 7 1 → ( X + b ) ( X - b ) = 32× 19

(i) X + b = 32× 19 、
X - b = 1 の とき

引い て
、
b = 85

(ii) X t b = 3 × 19 、
X - b = 3 の とき

引い て
、
b = 2 7

(iii) X + b = 1 9
、

X- b = 9 の とき

引い て
、 b = 5

以上より は 5
/𤇾、
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(I)

1辺 の 長さ が 1 なので

B A O A = 1
,

1 : 2 :B の 直角 三角形 よりが。 A ( t
、 E)

。

こ が よ がに 代入 し 事 a a= 2Font

(2) E

B※ l

△ ABC を 等積変形 して

△ ABE と する と

O 四角形 OA BC = △ 0AE

☒ OB : y = - 2 )( E 面積 が 半分 なので 求める

C ( 0 .
1 ) より E38 点 D の 座本票 は OEの 中点 となる 。

11:253 より

、 (
E (一) 、 1 )

④ D は OE の 中点 なので 1つ ( -
1連、
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い) EC
2
が △ EBC と 正方形 EFCG

における 三平方 の 定王里 で 等しい ので
正方形 EFCG の 1辺 の 長 さ を

✗ と する と 、

G

Ef E
1

B ・ 3
/ C

x / C

F、 x

12+ 32 = が + っ(22つ(
2
= 10 つに

が = 5 CF =A
-

(2) BP = y と おくと △ PFC の 三平方 の定五里より

PF
2
+ FC

2
= PC

2

E
,丶,
orig

1 p _
CP = 3 - y (Altair t (F)

2

= ( 3 -y )
2

B
'

/ C 5 - 2n5CITTJ.it/2t5=9-GytYF_fFgzF-F1 + 3 は = ATF5
y
両屟

1 +6 は+982=5+5は 2

2 g
2
+ 3 g - 2 = O

( J +2 ) ( 2 は - 1 ) = 0 y >0 より Y = B P = I
→

CP
2

を 2通り で

表し、 等式に した 。
EP = ITF =FT =

、
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45
°

) 75'①

(1) △ ABD で 接弦定理 より
② 60
'

< ADB = < BA P = 75
°

. . . ①

< DAB = 1 80 - 75 - 45 = 60
°

7 > Yi
一、 、 ② Q

③ 45 ° 75
'

D から AP に 垂線 を 降ろし 、
Q

とする と △ DA Q は 45945998 の

直角 三角形 と なり 、

四角形 ODQA は 1辺 2 Cm の

正方形 なので AQ = 半径 = 2cm

で 1 i 1 iF より AD = 2F cm

-41

(2)
内接四角形 ABCD は

。た。
。 3

④

対角 の和 は 1 80
° なので

⑤
-30

°

< BCD = 1 20
°

_ い ① っ
、 る。

。 j
145

(1) で < QA D = 45
°
で

D を 通る AP との平行線 ピ
の錯角 より

く RD A = 〈 QA D = 45
°

.
. . ②

< B DR = < BDA - LRDA = 75 - 45 = 3 0
°

. . . ③

CB / DR の 錯角 は 等しい ので

〈 CBD = < BPR = 30
°

. . . ④

△ BCD で < CD B = 180-120-30=30
°
. . . ⑤ .no 続き



(2) 続き 1 2 0
°

C
÷ 3 。

。 ( LB

) 3 0
° F

D こ
"

6% E

4

直再三再形 BDE を 作る と 1 : 2 : B となり

BE = 2 、
BD = 2B と なる 。

△ C FB で C から垂線 を 降ろし F と する と

1 : 2 :B の 直角 三角形 となり 、 CF = BF × j = 1

i. △ BCD = BD × CF× f = 20 × 1 × I -Feng

( 別アプローチ )

△ BCD は 等積変形 で △ 0 BC と なり

1辺 2cm の 正三角形 なので 事× 2 2 =Fork

(3)

四角形 ABCD

= △ BCD t △ BDG 十 △ DGA 4ら

( 1 ) より AD = 2た で た 2 こ 河 より ) 45
°

Y 3 。 。

AG = F 、 DG - F で EG
△ D GA = AG × DG × I 2た

。。。

こ
= に ×F = B

△ BDG = DG × BG × I 以上 と ( 2) より

四角形 ABCD = 3 t 2B
= F ×F × t = 3

yet
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(1) 頂点 0 から の 高 さ を OH と する 。

体積 = 底面積 ABCD × 高さ OH × す 。

= 8×8×5821452252 は g
'

=

25652
→ aP)

sort Ain E

(2)

、 PA は △ 0AB の 高 さ なので 4B
Q -

4

や
p

・ HA は
8

= 2

1 4B

!
l PH = 2 -22関 = 2F

D し
g ふ/ A 四角形 QPAD = ( QP t DA ) × PH × j

2 = (4+8)×2F × I
=lnaznt

(3) ( 0 - APQ D )

= ( D - OPQ ) + ( ROAD )
- ① - ②

•
Q

(1) の 0- ABCD を V と おくと

D - OPQ は △ 0 BC い △ 0 PQ

より 22:12 = 4 : 1 なので

D - OPQ は IV . . . ①



(3) の 続き ROAD = 0 - ABD × I
= IV × I = IV . . . ②

以上より

( 0 - APQ D )

= ( D - OPQ ) + ( ROAD )
- ① - ②

= が +ポ •
Q

= f v

= f × 256た
オニ 32達✗


